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地域の概要

 人口 ７１,５４０人（H25.10.1現在）

 高齢化率 ２９．４％
 病院数：７ヵ所、診療所数：５２ヵ所
 合併症対応医療機関：１ヵ所

（加賀市民病院）
 専門医療機関：２ヵ所

（加賀市民病院、板谷医院）
 安定期を担う医療機関：１２ヵ所

（病院３ヵ所、診療所９ヵ所）



取り組み課題
昨年度から、関係者（加賀市民病院、医師会、薬剤師会、加賀市、保健所）
が話し合い、研修会等を開催しながら検討を重ねてきた。

【課題】

1. 病院との連携が特定の診療所に限られている

2. 病院を紹介しても「入院」となると受診しない

3. 診療所では療養指導する人材・時間がない

4. 市国保の特定健診受診率が低く、高血糖の方
が医療へ結びついていない



事業内容

1. 病診連携

2. 歯科医との連携に向けた取り組み

3. コメディカル向け研修会の開催

4. 薬局と連携した受診勧奨モデル事業
（１１月～３月）



病診連携

糖尿病手帳を利用した診療連携

合併症対応医療機関で提供してい
る診療内容の見直し
（CGMの導入、教室の見直し など）

症例検討会（３回）を開催し、合併症
対応医療機関の診療内容の紹介

医師向け広報用媒体の作成と医師
会での周知



歯科医との連携に向けて

血糖コントロール改善ため、歯科医
との連携策を模索。
 演題：糖尿病と歯周病の相互作用
 講師：神戸常盤大学短期大学部

口腔保健学科 野村慶雄教授
 日時：平成25年10月25日

19:00～20:30
 対象：医師、歯科医師、

医療従事者 等
 参加人数：４０名



コメディカル向け研修会
診療の合間、数分で出来る療養指導を提案

（11月～2月・３回シリーズ）

① 運動療法、フットケア編

② 栄養療法編

③ 薬物療法編

（延べ５１名参加）



薬局と連携した受診勧奨
モデル事業

 目的：

健診や医療機関へアク
セスしていない高血糖の
住民を医療に結びつけ
る。
 対象者：加賀市住民
 モデル薬局：２ヶ所
 広報等協力：加賀市



事業イメージ
と途中経過

現在も事業継続中

事業参加者
（2月末日現在）

４２ 名
内、受診勧奨者

２ 名

事業希望者

事業参加の可否を検討

①初回検査か、②検査同意の有無、
③自己採血の可否

問診、血糖測定

結果の返し方を判断
随時血糖140mg/㎗以上等

かかりつけ医を紹介

かかりつけ医を受診

結果を
返すのみ

事業参加
の
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事例１

広報をみて検査を希望される。

健診受診歴なし。空腹時血糖で
340mg/㎗であったため、すぐに専
門医療機関受診を促す。

その日のうちに専門医療機関受診
し、HbA1c 9.4％、糖尿病と診断さ
れる。



今後の取り組みについて
1. 病診連携は、参加診療所を増やす

（かもまるネットワーク）

2. 症例検討会は継続する

3. 診療所のコメディカルの療養指導技術
を高める策は継続する

4. 歯科医への紹介対象等の検討

5. 薬局と連携したモデル事業は、結果を
検証して継続するか判断する


